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　或隣の勤き
一3欝妻日現雀一一

男　 襟，β85㈱糞

女　鵜騨㊥6（一51
欝　　藪，48脚魂）

撞滞数謹，293癬鵜

　ω離澱難較

莚

譲靴

　　　　　讐
　　　肇

黙

　　　　　　難

F鑑　蟻・．

継

譲

婁

蚤

轟

養

霧

　　　　お響轡繍　　一纈　．綴

磁羅

騨

蜜

、簿蝋

騰

〆

騰鱒難轍鱗

難

躍

　　　　　　　ぷ

蟻器　藩垂灘
　　　鰍涯簸躍

灘

伽

螺

　譲
　　鰻辮

購

　灘
羅難鑛

　　　　　　　2月22日千手小スキー大会
　　　　　　　　　　　〔角万寺スキー場〕

　　　　　　最後の対抗リレーがまもなく

　　　　　スタート。
　　　　　　選手はちょっぴりドキドキ、

　　　　　応援は選手以上に緊張します。

3月15日

21日

22日

29日

4月5日

圃休日救急医

富田医院（神明町）852－3269

大島医院（川原町）費52－2957

中条病院（中条）857－3018
至誠堂医院（西浦町東）奮52－3276

第二藤巻医院（上　野）a68－2018

12日山口医院（更孟冑）855－2003
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会義昌雷
口

告報

　
第
二
回
町
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
会
期
は
、
三
月
四
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
二
十
五
日
問
で
す
。

　
四
日
は
、
六
十
一
年
度
一
般
会
計
と
水
道
会
計
の
補
正
予
算
、
水
防
協

議
会
条
例
な
ど
新
設
条
例
二
件
、
一
部
改
正
条
例
十
八
件
、
そ
し
て
過
疎

地
域
振
興
計
画
（
変
更
）
策
定
な
ど
六
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
新
設
条

例
二
件
が
、
総
文
と
建
住
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
付
託
さ
れ
た
ほ
か
は
、
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
日
か
ら
、
新
年
度
予
算
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。
町
長
の
提
案
説
明

の
後
、
各
常
任
委
員
会
の
調
査
等
を
経
て
、
二
十
七
日
に
は
、
六
十
二
年

度
予
算
が
成
立
す
る
見
込
み
で
す
。

　
前
半
に
議
決
さ
れ
た
条
例
を
中
心
に
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
率

1．5

％

一
部
を
改
め
た
条
例

課
設
置
条
例

　
四
月
か
ら
水
道
課
を
新
設
し
、
上

下
水
道
や
発
電
工
事
に
関
係
す
る
飲

料
水
対
策
に
当
た
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
　
「
国
鉄
発
電
所
対
策
室
」

を
「
発
電
所
対
策
室
」
に
改
め
ま
し

た
。

附
属
機
関
設
置
条
例

信
濃
川
架
橋
促
進
委
員
会
が
、
そ

の
任
務
を
終
わ
り
、
附
属
機
関
か
ら

は
ず
し
ま
し
た
。

に

引

き

下

げ

　
町
職
員
定
数
条
例

　
臨
調
に
よ
る
機
構
改
革
な
ど
で
、

年
次
的
に
職
員
数
を
減
ら
す
よ
う
努

め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
実
数

に
合
わ
せ
て
百
九
十
一
人
が
百
七
十

五
人
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
議
会
議
員
の
報
酬
等
条
例

　
四
月
一
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報

酬
月
額
が
議
長
十
六
万
八
千
円
、
副

議
長
士
二
万
二
千
円
、
常
任
委
員
長

十
二
万
一
千
円
、
議
員
十
一
万
八
千

円
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
等
条
例

農
業
委
員
会
や
教
育
委
員
会
な
ど

非
常
勤
の
各
種
委
員
報
酬
が
、
そ
れ

ぞ
れ
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　o　　　　　　　　■　　　　　　　　o　　　　　　　o　　　　　　　●　　　　　　　一　　　　　　．　　　　　　一　　　　　　●　　　　　，　　　　　0　　　　　9　　　　　9　　　　0　　　　0　　　　0　　　0　　　0　　　■　　・　　o　　●　　一　〇　●　●
o●■

　
三
役
の
給
与
条
例

　
四
月
一
日
か
ら
、
三
役
の
給
料
月

額
が
、
町
長
五
十
三
万
円
、
助
役
四
』

十
一
万
四
千
円
、
収
入
役
三
十
九
万

八
千
円
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
教
育
長
の
給
与
等
条
例

　
四
月
一
日
か
ら
、
教
育
長
の
給
料

月
額
が
、
三
十
五
万
一
千
円
に
改
め

ら
れ
ま
し
た
。

災
害
弔
慰
金
支
給
条
例

　
去
年
十
二
月
法
律
施
行
令
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
限
度
額
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

町
職
員
の
旅
費
条
例

宿
泊
料
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

税
条
例

　
固
定
資
産
税
率
が
、
一
・
五
五
％

か
ら
一
・
五
〇
％
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
で
、
五
十
九
年
当
時

一
・
七
〇
％
だ
っ
た
税
率
が
、
○
・

二
％
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
木
材
引
取
税
が
、
六
十
二

年
度
分
か
ら
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

保
育
園
条
例

　
仙
田
保
育
園
の
定
員
が
、

人
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

四
十
五

　
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
条
例

老
人
医
療
費
条
例

　
い
ず
れ
も
老
人
保
健
法
改
正
に
あ

わ
せ
て
、
町
の
条
例
が
改
め
ら
れ
ま

し
た
。
幼
稚
園
条
例

幼
稚
園
の
保
育
料
が
、
年
額
十
万

▼克雪対策特別委員会
　　　　行政視察（2．16小出町）

八
千
円
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
総
合
体
育
館
条
例

　
社
会
体
育
団
体
の
年
間
専
用
使
用

料
が
新
設
さ
れ
、
一
人
当
り
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
員
千
円
、
そ
の
ほ
か
の
団

体
員
は
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歴
史
民
俗
資
料
館
条
例

　
資
料
収
蔵
庫
を
誘
致
企
業
に
貸
与

す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

農
業
共
済
条
例

畑
作
物
共
済
の
契
約
成
立
期
間
が

一
部
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
地
域
休
養
施
設
条
例

　
松
葉
荘
宿
泊
料
の
一
部
が
改
め
ら

れ
ま
し
た
。

▼信濃川発電所対策特別委員会
　　　　　　意見交換（2．17役場）
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こ
れ
が

oレ

μ

米
国
農
業
事
情
視
察

　
合
併
三
十
周
年
記
念
事
業
の
一
つ

と
し
て
、
ま
た
「
人
づ
く
り
」
は
、

町
づ
く
り
の
原
点
と
い
う
考
え
方
な

ど
か
ら
初
め
て
実
現
し
た
、
担
い
手

農
業
者
の
海
外
視
察
研
修
が
終
了
し

ま
し
た
。

、
』
％
蔑
炉
懲

農業視察研修報告会（2．21）総合センター

　
と
き
あ
た
か
も
「
コ
メ
問
題
」
が

大
き
く
叫
ば
れ
て
い
る
中
、
二
月
二

十
一
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
集
ま

っ
た
百
七
十
人
あ
ま
り
に
、
視
察
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
会
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
（
座
談
式
公
開
討
論
）
の
か

た
ち
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

視
察
報
告
や
、
農
業
展
望
に
つ
い

て
の
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。
そ

の
概
要
を
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

〈
田
ロ
薩
戴
耀
黙
落
、
囎
歳

　
や
っ
ぱ
鍛
灘
鑓
纏
灘
ぽ
広
い
。
日

本
で
考
え
驚
騨
姦
催
業
体
系
で
は
な

い
。
た
ん
水
藏
播
懸
．
一
日
百
町
歩

く
ら
い
飛
行
機
譲
蒙
ぐ
。
耕
土
は
十

七
～
二
十
メ
ー
撫
簿
の
深
さ
が
あ
る
。

肥
料
は
窒
素
肥
料
を
施
せ
ば
五
百
～

六
百
キ
ロ
は
穫
れ
る
。
米
価
は
六
十

キ
ロ
当
り
、
八
千
二
百
円
く
ら
い
。

本
物
の
コ
メ
を
、
消
費
者
に
と
ど

け
ら
れ
る
よ
う
な
、
産
地
精
米
を
し

な
け
れ
ば
と
思
う
。

〈
柄
沢
肇
作
灘
沖
盤
．
鍵
歳

　
ラ
イ
瀦
灘
簗
擦
ー
蕪
、
直
接
精
米

し
て
い
る
覆
灘
鰯
熱
獺
本
と
違
う
。

モ
ミ
ガ
ラ
は
、
礫
欝
で
家
畜
の
飼
料

に
し
て
い
る
Q
灘
灘
リ
カ
に
は
、
あ

ま
り
に
も
日
本
製
晶
が
多
く
、
日
本

に
コ
メ
、
と
い
う
こ
と
を
感
じ
た
。

　
同
じ
コ
メ
を
売
る
と
い
う
こ
と
で

も
、
白
米
に
し
て
売
る
こ
と
で
は
な

い
か
。
コ
ス
ト
低
減
と
、
良
質
米
の

生
産
は
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〈
水
品
璽
灘
聯
新
町
新
圏
．
2
5
歳

　
作
業
捧
系
鋸
あ
議
懸
磁
も
違
う
。

気
候
が
よ
叢
、
水
が
盤
欝
で
、
肥
料

が
い
ら
な
い
、
も
撃
圏
分
で
や
る
と

な
る
と
、
広
寅
謹
饗
い
や
に
な
る
の

で
は
と
思
っ
た
。
温
室
栽
培
の
管
理

は
、
全
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
だ
。

　
畑
作
は
、
土
地
の
集
約
だ
と
思
う
。

コ
メ
は
、
全
国
的
に
位
置
づ
け
す
る

P
R
を
強
力
に
進
め
て
は
ど
う
か
。

〈
水
晶
戴
良
羅
籍
町
籍
團
、
％
歳

　
農
園
露
働
藻
義
ぽ
、
蒔
給
四
ド
ル

（
約
六
百
麟
鞭
圏
雛
懸
灘
る
。
一
工

ー
カ
ー
（
約
國
繋
驚
ー
ル
）
の
耕
地

は
、
四
千
ド
ル
燃
約
誉
十
四
万
円
）

く
ら
い
だ
と
い
類
で
い
た
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
三
十
年
も
前
の

機
械
が
働
い
て
い
た
。
高
い
収
益
を

上
げ
る
た
め
に
は
、
無
駄
を
切
り
す

て
る
こ
と
を
考
え
た
い
。

〈
北
村
準
簸
東
善
寺
、
離
歳

　
ア
メ
リ
灘
驚
ぽ
、
個
人
経
営
の
こ

と
を
、
　
「
家
族
経
営
臨
と
い
っ
て
い

る
。
中
国
と
國
難
の
園
芸
に
、
強
い

関
心
を
も
っ
て
鱒
懸
。
地
域
の
特
産

化
が
進
ん
で
い
る
ゆ
農
地
の
自
己
所

有
は
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い
で
あ

る
。
食
生
活
の
国
際
化
と
い
う
こ
と

を
感
じ
た
。

　
作
目
の
研
究
を
真
剣
に
取
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
地
の
流
動
化

に
つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
う
ま
い
コ
メ
に

あ
ぐ
ら
を
か
い
て
お
ら
れ
な
い
。

灘溌躍

　　　　　灘　　　　　　

醐
難

灘

　
報
告
会
の
中
で
は
、
視
察
参
加
者

が
持
ち
帰
っ
た
、
話
題
の
ヵ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ァ
米
試
食
会
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
試
食
会
で
は
、
銘
柄
当
て
と

食
味
比
較
を
し
ま
し
た
。
結
果
は
、

次
表
の
と
お
り
で
す
。

　
や
は
り
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
ト
ド
ロ

キ
ワ
セ
の
二
銘
柄
は
、
ヵ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ァ
米
と
は
、
比
較
に
な
ら
な
い
ほ

ど
、
　
“
う
ま
さ
”
の
あ
る
こ
と
が
、

証
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
採

果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
式

結
　
　
　
　
　
　
勘

食
　
　
　
　
　
　
　
鍛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

試
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
食

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

獅
細
ー

　
　
　
　
　
　
　

懸
灘
礫
難

蟻

銘
柄
当
て

カ1　ルニア’ノ
銘柄名

コシヒ

カリ

トドロ

キワセ 国宝
　一

錦

正解者数 92 68 54 47
正解率（％） 63 47 38 33

食
　
味
　
比
　
較

におい（香り） 93 87 73 70

つ　や（光沢） 100 95 76 77

歯（舌）ざわり 98 88 70 69

うまみ（食味） 105 go 72 74

合　　　　計 396 360 291 290

ウッドランドの精米所
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形
／

転作目標面積配分

‘撒盈豊

　
二
月
二
十
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で

転
作
面
積
等
配
分
会
議
が
あ
り
ま
し

た
。
昭
和
六
十
一
年
度
の
転
作
作
物

共
励
会
の
表
彰
や
、
実
績
報
告
な
ど

の
あ
と
、
六
十
二
年
度
転
作
面
積
等

が
、
各
集
落
の
転
作
推
進
委
員
に
仮

配
分
さ
れ
ま
し
た
。

　
転
作
目
標
面
積
等
の
配
分
は
、
次

に
よ
り
行
い
ま
し
た
。

▼
基
礎
面
積
目
農
業
共
済
細
目
書

及
び
、
農
家
台
帳
を
も
と
に
移
動
調

査
を
行
い
、
集
落
か
ら
報
告
の
あ
っ

た
作
付
可
能
面
積
を
算
定
基
礎
面
積

と
し
て
一
律
配
分
を
し
た
。

▼
他
用
途
利
用
米
”
目
標
面
積
は

転
作
目
標
面
積
を
基
礎
と
し
て
、
一

律
配
分
と
す
る
。
た
だ
し
、
出
荷
目

標
数
量
は
、
各
集
落
ご
と
に
農
業
共

済
十
ア
ー
ル
当
り
引
受
実
行
単
収
を
、

勘
案
し
た
。

　
助
成
措
置
に
つ
い
て
は
、
国
県
の

方
針
に
も
と
づ
き
、
集
団
転
作
を
円

滑
に
推
進
す
る
た
め
、
生
産
組
織
等

が
実
施
す
る
事
業
等
に
要
す
る
経
費

に
つ
い
て
、
町
の
補
助
金
交
付
要
綱

に
よ
り
、
予
算
の
範
囲
内
で
助
成
し

ま
す
。

塩　　辛 180．2 31

仁　　田 827．4 150

野　　口 979．8 180

原　　田 329．9 60

根　　深 308．4 56

下　　原 326．3 61

橘　　難 §，慧韓．蓬 緊獺

中仙田 409．6 74

室　　島 325．4 59

小　　脇 203．4 35

高　　倉 184．7 32

藤　　沢 32．2 6
田　　戸 208．0 37

越ケ沢 6．0
一

赤　　谷 338．8 61

岩　　瀬 362．2 64

大　　倉 66．4 11

大白倉 322．8 56

小白倉 409．6 72

独園灘 鑑＄翻．茎 懸解

川西町計 14，487．0
2，674
（1．673a）

（）は、他用途利用米作付目標
面積です。

築藩名
集簸鞭
欝・糠
醸…i臨穫

難溺i途

網翻灘
灘織飼
P灘i螢

東　　山 　a
464．4

30kg／俵

　85
水口沢 262．6 48

上新井 298．5 57

中屋敷 377．4 70

沖　　立 1，394．9 276

伊　　友 879．4 171

高原田 284．2 53

坪　　山 411．5 76

霜　　条 382．8 71

鶴　　吉 147．0 27

灘i霧、謙 繊鰯，黎 襲誕

上　　野 800．5 147

元　　町 541．5 99

新町新田 574．6 104

下平新田 450．1 81

三　　領 252．7 48

小根岸 2〔）4．4 38

叢野謙 霧慧器．懸 灘懇

木　　落 813．0 155

寺ケ崎 126．4 23

遺
族
会
に
三
十
八
年

厚
生
大
臣
賞
受
賞

南
　
雲
　
栄
　
介
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
た
び
、
南
雲
さ
ん
が
戦
没
者

　
　
　
　
　
　
（
中
屋
敷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恩
給
受
給
の
応
援
な
ど
、
援
護
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
雲
さ
ん
は
「
自
分
が
健
康
だ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ら
、
定
年
退
職
後
も
町
の
色
々
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仕
事
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
専
念
で
き
て
良
か
っ
た
の
だ
と
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
。
ま
だ
救
済
し
て
あ
げ
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら
な
い
人
も
あ
り
、
体
の
続
く
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
こ
の
仕
事
を
続
け
た
い
凶
と
話
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
毒
　
　
　
　
　
　
　
　
胤
睾
　
　
　
　
　
　
　
舞
　
　
　
鑛
灘
叢
鍵
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
叢
霊
　

表
彰
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醸

　
青
少
年
育
成
町
民
会
議
（
小
林
健

三
会
長
・
二
一
八
一
世
帯
加
入
）
が

社
団
法
人
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
本

部
（
塚
原
富
衛
代
表
）
か
ら
、
　
“
日

本
列
島
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
”
の
実
践

活
動
が
認
め
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

轟．

簑

　
　
鞭
麹
醗

　
　
　

国
道
2
5
で
の
作
業

叢
．
襲

（
松
葉
沢
附
近
）
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に2月25日
吻日達成交通死亡事故ゼロ

　
昭
和
五
十
九
年
六
月
一
日
か
ら
は

じ
ま
っ
た
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
が
、

二
月
二
十
五
日
で
千
日
に
達
し
ま
し

た
。
町
民
一
人
ひ
と
り
が
安
全
運
転

の
認
識
と
徹
底
に
心
が
け
た
成
果
と

い
え
ま
す
。

　
た
だ
、
こ
の
記
録
は
、
町
民
が
町

外
で
事
故
に
遭
っ
た
り
、
起
こ
し
た

り
し
た
場
合
は
、
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。
つ
い
最
近
、
こ
の
ケ
ー
ス
の
死

亡
事
故
が
二
件
あ
っ
た
こ
と
は
、
み

な
さ
ん
の
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
で
す
か
ら
手
放
し
に
喜
べ
る
記

録
と
は
い
え
な
い
わ
け
で
す
。

　
県
内
で
も
、
交
通
事
故
に
よ
る
死

者
数
は
、
五
十
七
年
か
ら
減
り
続
け

交
通
指
導
員
に
よ
る

　
夜
間
路
上
駐
車
の
取
り
締
ま
り

（
2
・
1
0
）

て
い
ま
し
た
が
、
去
年
再
び
増
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
発
生
件
数
は
四
十
八
年
（
一
二
、
七

一
二
件
）
以
来
、
傷
者
数
は
四
十
九

年
（
二
二
、
四
八
三
人
）
以
来
の
多
発

と
な
り
、
交
通
戦
争
と
呼
ば
れ
た
四

十
年
代
後
半
の
数
字
に
も
ど
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
決
し
て
油
断
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
こ
れ
を
契
機
に
、
さ
ら
に
認
識
を

新
た
に
し
、
町
内
外
と
も
に
死
亡
事

故
ゼ
ロ
記
録
を
伸
ば
し
続
け
た
い
も

の
で
す
。

指
数
　
　
1 00
＿と
45し
年た　50
をも
1002

0
　
　
　
　
　
　 56　　　53　　　54　　　54　　　50

　　　　　県内の事故発生件数と死者数
＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　69
　　　　　　57　　　59　　　55　　　　62　　　62 　発生件数

46死者数47

区分／年別 45年 55年 56年 57年 58年 59年 60年 61年

発生件数 13，700 7，664 7，318 7，385 8，437 8，435 9，491 10，932

死者数 3388 221 228 214 208 193 179 183

免許人口 643，733 987，850 1，026，2（B 1，059，628 1，092，458 1，124，012 1，154，013 1，180，945

自動車台数 384，994 864，619 901，025 941，599 977，849 1，014，699 1，044，947 1，092，885

（各年12月末現在・61年は概数）

締
め
切
り
3
月
2
8
日

町
行
造
林
事
業
の

作
業
班
－
貝
募
集

　
町
内
の
山
林
地
帯
で
雑
木
の
伐
採

や
杉
苗
の
植
栽
な
ど
の
作
業
に
従
事

し
て
く
だ
さ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

①
募
集
人
員
男
子
5
8
人

　
　
　
　
　
　
女
子
2
人

②
採
用
条
件

qD

川
西
町
の
住
人
で
健
康
な
人

㈱
男
子
は
チ
ェ
ン
ソ
ー
・
刈
払
機
の

　
操
作
が
で
き
る
人

③
年
齢
は
4
月
1
日
現
在
6
9
歳
未
満

㈲
募
集
人
員
を
超
え
た
場
合
は
、
技

　
術
・
資
格
・
年
齢
等
を
考
慮
し
て

　
選
考
す
る
。

③
賃
金
原
則
と
し
て
川
西
町
農
業

標
準
賃
金
を
基
本
日
額
と
し
、
ほ
か

に
技
術
・
運
転
手
等
の
諸
手
当
を
加

算
し
て
決
め
る
。

④
賞
与
勤
務
日
数
等
を
勘
案
し
た

特
別
賞
与
を
支
給
す
る

⑤
期
間
昭
和
62
年
5
月
1
日
か
ら

11
月
3
0
日
の
予
定

⑥
就
業
時
間
　
始
業
午
前
8
時
、
終

業
午
後
5
時
1
0
分

⑦
休
日
原
則
と
し
て
日
曜
日
と
す

る⑧
申
込
方
法
健
康
診
断
書
1
通
、

印
鑑
、
そ
れ
に
自
動
車
運
転
免
許
所

有
者
は
免
許
証
を
持
参
の
う
え
、
産

業
課
林
政
係
へ

⑨
締
め
切
り
3
月
2
8
日

⑩
そ
の
他
短
期
特
別
雇
用
保
険
、

労
働
災
害
適
用
の
制
度
あ
り
。

　
採
用
に
つ
い
て
は
、
選
考
の
う
え

4
月
1
8
日
ま
で
に
本
人
に
通
知
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑛

ω0佑ロ貝班作たし加参に樹植ウヨチイ
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鶉
広
報
匿
葬
雛
奪
ー
醸

釜
年
㈹
か
ら
無
麓
別
一
臼
聞
人

　
本
紙
一
月
号
を
配
布
し
た
お
り
、
二
百
人
の
か
た
が
た
に
「
広
報
」
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
去
年
の
本
紙
八
月
号
に
掲
載
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
同
じ
方
法
で
、

十
五
歳
以
上
を
対
象
に
、
各
年
代
か
ら
合
わ
せ
て
男
女
各
百
人
（
前
回
お

願
い
し
た
二
百
人
は
除
く
）
を
、
無
差
別
に
選
ん
で
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
百
五
人
（
回
収
率
五
二
・
五
％
）
か
ら
回
答
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
　
（
数
字
は
回
答
人
数
）

◎
広
報
か
わ
に
し
を
、
毎
月
お
読
み

に
な
り
ま
す
か
。

●
全
部
読
む

●
部
分
的
に
読
む

●
全
然
読
ま
な
い

◎
広
報
一
月
号
を
、

お
答
え
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
以
下
複
数
回
答
）

…
興
味
を
も
っ
た
と
こ
ろ
は

●
議
会
報
告
（
一
般
質
問
）

●
町
史
の
窓

●
よ
う
こ
そ
川
西
町
へ

●
ウ
サ
ギ
年
に
よ
せ
て

●
戸
籍
の
窓
か
ら

●
6
0
年
度
決
算
認
定

●
く
ら
し
と
け
ん
こ
う

●
表
紙
（
航
空
写
真
）

●
6
0
年
度
決
算
認
定

　
　
　
　
四
九

　
　
　
　
五
三

　
　
　
　
三

ご
覧
に
な
っ
て

●
議
会
報
告
（
条
例
改
正
な
ど
）
二
一

●
角
万
寺
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
一
七

⑫
も
っ
と
内
容
を
知
り
た
い
と
こ
ろ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七 ○一四五九九三八八

●
ね
ん
き
ん
ふ
く
し
　
　
　
　
一
六

●
く
ら
し
と
け
ん
こ
う
　
　
一
四

●
議
会
報
告
（
一
般
質
問
）
　
二
二

●
町
史
の
窓
　
　
　
　
　
　
　
一
二

●
角
万
寺
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
ニ

●
ガ
イ
ド
情
報
　
　
　
　
　
　
一
〇

ゆ
お
も
し
ろ
く
な
い
内
容
は

●
議
会
報
告
（
条
例
改
正
等
）
一
二

●
新
年
俳
壇
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

●
み
ぞ
れ
混
じ
り
の
中
特
別
警
戒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

●
議
会
報
告
（
一
般
質
問
）
　
　
九

●
6
0
年
度
決
算
認
定
　
　
　
　
　
六

●
転
作
目
標
面
積
　
　
　
　
　
　
六

●
所
得
税
の
確
定
申
告
は
正
し
く

お
早
め
に
　
　
　
　
　
　
　
六

ゆ
ほ
と
ん
ど
読
ま
な
い
と
こ
ろ
は

●
議
会
報
告
（
一
般
質
問
）
　
二
〇

●
議
会
報
告
（
条
例
改
正
な
ど
）
二
〇

●
新
年
俳
壇
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

●
60
年
度
決
算
認
定
　
　
　
　
二

●
転
作
目
標
面
積
　
　
　
　
　
　
六

●
生
き
る
感
動
を
し
み
じ
み
と
　
四

●
転
作
目
標
面
積
　
　
　
　
　
　
四

◎
い
た
だ
い
た
ご
意
見
か
ら

「
讃
続
奮
蓑
愈
嘉
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尽

五
月
に
操
業
見
込
み

協
立
ハ
イ
パ
ー
ツ
㈱
を
誘
致

動
車
用
部
品

　
　
　
　
　
専
門
メ
ー
カ
i

調印式のもよう：右は協立ハイパーツ㈱新井常務取締役

　
協
立
ハ
イ
パ
ー
ッ
株
式
会
社
（
本

社
旧
埼
玉
県
大
宮
市
）
の
企
業
進
出

が
決
定
し
、
三
月
二
日
に
町
と
の
間

で
、
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　
進
出
す
る
工
場
位
置
は
、
総
合
体

育
館
前
に
あ
る
、
民
俗
資
料
収
蔵
庫

を
同
社
に
賃
貸
し
、
改
装
し
て
操
業

す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
工
場
で
は
、
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー

ネ
ス
（
自
動
車
用
組
電
線
）
等
を
製

造
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
同
社
で
は
、
近
く
職
業
安

定
所
等
を
通
じ
て
、
従
業
員
を
募
集

す
る
予
定
で
す
。

3蒸翻臼の
　積雪状況と

日雪消

3月1日
の積雪

消雪日

62年 　C初
190

月　日

　？

61 364 5・2
60 281 4・23
59 372 5・11
58 203 4・15
57 128 4・12
56 409 5・4
55 195 4・25
54 47 3・25
53 266 4・30
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俺
　
仙
田
方
面
が
う
ま
く
入
ら
ず
、
不

本
意
で
し
た
が
、
お
ほ
め
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
（
文

書
広
報
係
）

…
町
長
、
議
長
の
年
賀
状
が
よ
か
っ
…

皿
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
公
務
多
忙
な
お
二
人
に
、
お
願
い

し
た
か
い
が
あ
り
ま
し
た
。
　
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
　
「
戸
籍
の
窓
」
に
っ
い
て
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
①
新
郎
新
婦
の
写
真
を
の
せ
る
。
二
…

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
人
の
年
齢
を
入
れ
る
。
屋
号
を
書
く
。
一

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

㎜
②
生
ま
れ
た
子
の
母
親
名
も
の
せ
る
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

…
③
亡
く
な
っ
た
方
の
世
帯
主
名
。
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ド
ー
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
－
9
－
：
：
：
6
：
：
：
。
：
－
：
：
－
L

　
①
写
真
と
年
齢
は
、
紙
面
の
関
係

と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
浸
害
に
も
及
び

ま
す
の
で
、
掲
載
し
な
い
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
　
（
文
書
広
報
係
）

　
屋
号
は
、
戸
籍
法
が
で
き
た
明
治

初
期
か
ら
、
ど
こ
に
も
登
載
し
て
い

ま
せ
ん
。
昔
か
ら
の
呼
称
と
し
て
親

し
み
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
ご
容
赦

く
だ
さ
い
。
）
　
　
　
（
住
民
係
）

　
②
今
回
か
ら
、
ご
両
親
の
名
前
を

掲
載
し
て
ゆ
き
ま
す
。
　
（
同
）

　
③
今
回
か
ら
、
亡
く
な
っ
た
方
の
、

世
帯
主
名
も
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

皿
町
外
在
住
の
姉
妹
か
ら
、
広
報
発
…

　

…
送
が
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
続
け
て
く
…

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

層り　

…
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　ロ

一
I
I
I
－
l
l
l
I
I
－
1
－
o
o
ー
ー
1
曾
I
－
I
o
ー
ー
，
l
l
，
¢
ー
1
ー
ー
。
l
l
－
o
－
I
I
c
．
u
馨
㌧

　
町
内
の
各
世
帯
か
ら
い
た
だ
い
た

名

簿
（
三
千
人
余
り
）
に
よ
り
、
毎

月
千
人
に
広
報
を
送
っ
て
い
ま
す
。

一
通
当
た
り
広
報
紙
代
、
郵
送
料
、

あ
て
名
書
き
な
ど
に
、
約
百
五
十
円

か
か
り
ま
す
。
果
た
し
て
、
み
な
さ

ん
が
ど
の
程
度
歓
迎
し
て
い
る
か
ど

う
か
、
調
査
し
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と

と
都
会
を
結
ぶ
き
ず
な
の
一
つ
と
し

て
、
六
十
二
年
度
も
続
け
る
予
定
で

す
。
　
（
総
務
課
長
）

。
■
I
o
●
．
1
，
，
，
，
，
，
9
，
，
o
，
，
，
，
：
曾
，
，
，
9
，
－
，
，
，
，
o
，
－
ー
，
墜
9
9
・
，
9
1
，
，
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞬

り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｝
　
「
く
ら
し
と
け
ん
こ
う
」
を
も
っ
…

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

｝
と
幅
広
い
話
題
や
内
容
に
し
て
く
だ
…

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
こ
の
欄
は
、
保
健
婦
を
中
心
に
、

課
員
が
順
番
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
前
半
を
家
庭
看
護
シ
リ

ー
ズ
と
し
、
後
半
は
、
健
康
管
理
を

考
え
て
、
減
塩
食
事
な
ど
を
実
践
し

て
い
る
家
庭
の
体
験
談
な
ど
を
取
り

上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　
（
保

健
衛
生
課
長
）

■
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一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
横
文
字
を
あ
ま
り
使
わ
な
い
こ
と
。
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン
と
は
？
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

■

　
以
後
気
を
配
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
ば
が

　
一
般
的
の
場
合
は
、
む
し
ろ
そ
の
言

葉
を
使
っ
て
、
解
説
を
つ
け
る
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
リ
ゾ
ー
ト

は
、
保
養
地
、
行
楽
地
、
温
泉
地
の

こ
と
。
タ
ウ
ン
は
町
で
す
。

　
臼
川
代
議
士
が
、
国
土
庁
政
務
次

官
当
時
提
唱
し
た
構
想
で
す
。
前
回

生
係
）

万

の
た
め
に

交
通
災
害
共
済

　
町
政
事
務
嘱
託
員
を
通
じ
て
、
申

込
書
が
配
布
さ
れ
て
い
る
県
交
通
災

害
共
済
に
申
込
ま
れ
ま
し
た
か
。

　
交
通
事
故
は
い
く
ら
注
意
し
て
い

て
も
、
万
一
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
方
も
三

月
末
で
共
済
期
間
が
終
了
し
ま
す
の

で
、
引
続
き
ご
家
族
全
員
が
加
入
さ

れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

　
昨
年
加
入
さ
れ
た
八
千
六
百
八
十

一
人
（
町
民
の
約
九
割
）
の
う
ち
、

事
故
に
あ
わ
れ
て
見
舞
金
を
受
け
ら

れ
た
人
は
二
十
三
人
（
百
九
十
八
万

円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

円

　
　
3

掛
金

▼
加
入
申
込
書
は

　
　
こ
ん
な
こ
と
に
注
意
し
て

①
今
年
三
月
末
日
ま
で
就
職
な
ど

　
で
転
出
さ
れ
る
人
は
、
加
入
で
き

　
ま
せ
ん
。
名
前
が
打
ち
出
さ
れ
て

　
い
る
人
は
、
棒
線
で
消
し
て
く
だ

　
さ
い
。

②
申
込
書
に
、
名
前
が
打
ち
出
さ

　
れ
て
い
な
い
人
は
、
余
白
部
分
に

　
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③
申
込
書
は
、
左
右
を
切
り
離
さ

　
ず
、
嘱
託
員
に
提
出
く
だ
さ
い
。

｝
M
1
｝
｝
｝
Y
｝
Y
｝
詔
1
｝
詔
1
M
1
｝
詔
丁
詔
1
｝
詔
丁
｝
｝
詔
1
♂
1

＜壷金な智納入昊＞
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1．一種鶏、
．葺蟻・…、

　灘
　；・』税、

蕪麟1
欝
難
嚢
、
鑑
蒙税

藤轡・

1
、
勲
灘

・
』

P
』
、
雛
灘 鷺

、、鐵綴欝鍵1

響、i

，糠灘葦

1鐵
縷・
、犠

灘馨

難轍
難鐵・
・i灘1

懸糀1
．鱗叢

辮欝
1
、羅
繊
、鍵灘

灘灘
、業

穰縫
・』1霧

難簾

欝潟 ○ ○ O
1
、
難 ○ ○ ○

1嚢 ○ ○ ○

灘 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1、難、

O ○ ○

、藝i、 ○ ○ ○ ○

糠灘 ○ ○ ○ ○

翻 ○ ○ ○ ○

、鱗簗 ○ ○ ○ ○

毒 ○ ○ ○ ○

墜 ○ ○

3 ○ ○ ○
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信
電
工
事
は
じ
ま
る

　
近
郊
六
か
村
の
商
権
を
は
握
し
、

川
西
郷
に
お
け
る
産
業
の
中
心
地
と

し
て
い
ん
し
ん
を
き
わ
め
た
千
手
村

は
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
鉄

道
省
直
轄
の
信
電
工
事
が
ま
じ
ま
っ

た
。
電
気
事
務
所
が
設
置
さ
れ
、
信

濃
川
水
力
開
発
と
い
う
国
家
的
事
業

の
中
心
地
に
も
な
っ
た
。

大
幅
に
人
ロ
増
加

　
全
国
（
当
時
の
朝
鮮
半
島
や
樺
太

を
含
む
）
か
ら
は
せ
参
じ
た
土
木
作

業
員
や
そ
の
家
族
で
、
村
の
人
口
は

八
千
人
に
も
ふ
く
れ
上
が
っ
た
。

　
当
時
の
千
手
村
勢
は
、
発
電
工
事

を
除
い
て
も
戸
数
七
百
、
常
住
人
口

は
四
千
三
百
人
だ
っ
た
。
す
で
に
町

制
が
し
か
れ
て
い
た
瀬
波
（
岩
船
）

名
立
（
西
頸
）
、
高
浜
（
刈
羽
）
の

町
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
地
位
に
あ
っ

た
。　
こ
う
し
た
実
力
か
ら
、
村
民
の
問

に
「
村
を
町
に
し
た
い
」
と
い
う
声

が
あ
が
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
、
越
後
線

の
柏
崎
駅
や
魚
沼
線
の
西
小
千
谷
駅

か
ら
鉄
道
を
千
手
村
に
延
長
す
る
話

も
脚
光
を
浴
び
、
町
制
施
行
の
願
い

は
年
ご
と
に
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　
町
に
昇
格
す
る
た
め
に
は
、
人
口

動
態
は
も
ち
ろ
ん
、
町
に
ふ
さ
わ
し

い
条
件
が
そ
ろ
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
を
、
日

の
出
の
勢
い
の
千
手
村
は
す
べ
て
満

た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

町
制
施
行
に
向
か
っ
て
始
動

　
九
年
四
月
二
十
六
日
、
役
場
楼
上

で
開
か
れ
た
千
手
村
会
（
定
員
十
二

人
全
員
出
席
）
は
、
酒
井
軍
平
外
八

人
の
議
員
が
提
案
し
た
千
手
村
の
町

制
施
行
を
満
場
一
致
で
議
決
し
た
。

　
と
き
あ
た
か
も
、
皇
太
子
殿
下
の

御
降
誕
を
記
念
し
、
七
月
一
日
か
ら

町
制
を
施
行
し
た
い
と
、
県
へ
認
可

申
請
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
町
制
施
行
に
反

対
の
火
の
手
が
あ
が
っ
た
。
町
に
な

る
と
税
金
が
重
く
な
る
、
人
心
が
軽

挑
浮
薄
（
け
い
ち
ょ
う
ふ
は
く
）
に

な
る
、
町
の
体
面
か
ら
お
し
め
や
腰

巻
き
を
人
目
に
付
く
場
所
へ
干
せ
な

い
、
田
畑
で
気
軽
に
人
糞
尿
を
使
え

な
い
、
信
電
工
事
終
了
後
の
成
行
き

を
見
て
か
ら
で
も
遅
く
な
い
、
な
ど

の
理
由
で
あ
っ
た
。
五
十
人
ほ
ど
の

有
志
が
猛
烈
な
反
対
署
名
運
動
を
展

開
し
、
知
事
に
提
出
し
た
。

　
事
態
は
紛
叫
し
、
村
長
丸
山
春
吉

は
、
県
会
議
員
川
崎
氾
三
と
と
も
に

出
県
し
、
知
事
と
地
方
課
長
に
次
の

よ
う
に
陳
情
し
た
。

　
　
「
こ
の
た
び
の
反
対
は
、
町
に
な

る
の
に
村
税
の
未
納
が
あ
っ
て
は
と

役
場
で
整
理
を
は
じ
め
た
と
こ
ろ
、

こ
れ
を
き
ら
う
滞
納
者
や
一
部
有
力

者
が
、
細
民
を
扇
動
し
て
起
こ
っ
た

も
の
だ
。
取
る
に
足
ら
な
い
動
き
で

あ
る
。
速
や
か
に
町
制
施
行
を
御
許

可
相
成
り
度
い
。
」

　
県
は
、
千
手
村
が
四
年
前
に
学
校

問
題
で
紛
叫
し
、
三
役
が
総
辞
職
し

た
い
き
さ
つ
の
あ
っ
た
こ
と
を
重
視

し
、
慎
重
に
調
査
し
た
。
そ
の
結
果

不
許
可
に
し
た
場
合
、
か
え
っ
て
村

の
円
満
を
欠
く
お
そ
れ
が
あ
る
と
判

断
し
、
次
の
よ
う
に
指
令
し
た
。

新
潟
縣
指
令
地
第
三
八
五
八
號

　
　
　
　
中
魚
沼
郡
千
手
村

　
昭
和
九
年
四
月
廿
七
日
付
庶

　
発
第
三
二
五
號
稟
請
千
手
村

　
ヲ
千
手
町
ト
爲
ス
ノ
件
許
可

　
ス
但
シ
昭
和
九
年
八
月
一
日

　
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス
ヘ
シ

　
　
昭
和
九
年
七
月
廿
三
日

　
　
新
潟
縣
知
事
　
千
葉
了
画

千
手
町
誕
生

　
村
中
が
喜
び
に
わ
き
、
八
月
一
日

町
制
施
行
記
念
式
が
行
わ
れ
た
。

　
前
日
ま
で
の
長
雨
も
こ
の
日
を
待

っ
て
い
た
よ
う
に
晴
れ
上
が
っ
た
。

役
場
の
前
に
は
祝
い
の
こ
も
か
ぶ
り

が
い
く
つ
も
並
べ
ら
れ
、
そ
ろ
い
の

赤
ズ
ボ
ン
で
祝
賀
行
事
に
参
加
す
る

千
手
村
当
時
の
中
央
通
り

紋

騨
騰

　
　
、
難

新
町
民
は
、
飲
み
放
題
の
め
で
た
さ

で
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ち
ん
行
列
や
仮

装
大
会
が
歓
喜
の
中
で
行
わ
れ
、
万

歳
の
声
が
町
中
に
こ
だ
ま
し
た
。

　
初
代
町
長
に
就
任
し
た
丸
山
春
吉

は
、
十
日
町
新
聞
に
次
の
談
話
を
発

表
し
て
い
る
。

　
「
皇
太
子
殿
下
の
御
降
誕
を
寿
ぎ

ま
た
、
村
の
現
状
に
鑑
み
て
、
町
制

の
施
行
を
知
事
閣
下
に
稟
請
（
り
ん

せ
い
）
し
た
。
幸
い
に
し
て
許
可
と

な
り
、
村
民
多
年
の
麹
望
（
ぎ
ょ
う

ぼ
う
）
が
こ
こ
に
実
現
し
た
。
ま
こ

と
に
歓
喜
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
我
、
千
手
人
士
は
徒
ら
に
歓
喜

に
酔
う
こ
と
な
く
、
こ
れ
を
契
機
に

わ
き
あ
が
る
新
し
い
力
を
各
々
そ
の

職
業
に
勉
励
し
、
新
生
、
千
手
町
の

繁
栄
を
は
か
る
こ
と
に
努
力
さ
れ
た

い
」
　
町
制
の
施
行
時
に
起
き
た
反
対
運

動
は
、
決
し
て
無
駄
な
騒
ぎ
に
は
終

わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
反
対
し

た
人
た
ち
に
「
そ
れ
見
ろ
」
と
言
わ

れ
な
い
よ
う
に
心
が
け
た
為
政
者
の

姿
勢
が
、
円
満
で
豊
か
な
千
手
町
づ

く
り
に
た
え
ず
反
映
さ
れ
た
か
ら
で

あ
る
。

　
千
手
町
の
誕
生
は
、
十
日
町
村
の

町
制
施
行
（
明
治
三
十
年
）
以
来
の

歴
史
に
終
止
符
を
打
ち
、
信
濃
川
の

東
と
西
の
中
心
が
共
に
町
と
し
て
栄

え
る
こ
と
に
な
っ
て
、
中
魚
沼
郡
二

町
二
十
か
村
の
体
面
を
大
き
く
向
上

さ
せ
た
壮
挙
で
も
あ
っ
た
。

　
　
－
◆
1
◆
『

執筆を担当した

金子幸作さん

　
こ
の
欄
は
、
昭
和
五
十
五
年
六
月

号
か
ら
「
町
史
コ
ー
ナ
ー
」
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
、
五
十
九
年
四
月
か
ら

「
町
史
の
窓
」
に
改
め
た
も
の
で
す
。

　
当
初
は
、
町
史
調
査
専
門
委
員
の

方
々
か
ら
順
番
に
執
筆
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
当
時
の
町
史

編
さ
ん
室
長
金
子
幸
作
さ
ん
か
ら
毎

号
担
当
い
た
だ
き
、
今
日
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　
『
川
西
町
史
』
全
四
巻
が
、
ま
も

な
く
刊
行
の
は
こ
び
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
　
「
町
史
の
窓
」
も
幕
を
閉
じ

る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
次
号
か
ら
は
、
別
の
ス
タ
イ
ル
で

同
氏
か
ら
引
き
続
き
執
筆
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

し
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去
年
秋
、
池
袋
の
西
武
デ
パ
ー
ト

食
品
売
場
で
川
西
農
協
の
物
産
即
売

会
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

重
い
腰
の
主
人
を
伴
っ
て
出
か
け
ま

し
た
。

　
日
曜
日
の
午
後
と
あ
っ
て
ご
っ
た

返
す
デ
パ
ー
ト
の
雑
踏
の
中
で
「
い

ら
っ
し
ゃ
い
、
川
西
町
の
特
産
物
で

ー
す
」
と
な
つ
か
し
い
イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
売
り
声
が
耳
に
入
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
ふ
る
さ
と
に

帰
っ
た
よ
う
な
気
安
さ
を
覚
え
、
人

を
か
き
わ
け
売
り
場
へ
と
急
ぎ
ま
し

た
。水
色
の
は
ん
て
ん
に
川
西
農
協
と

、

私
の
中
の
ふ
る
さ
と

■
●

練
馬
区

　
　
　
　
市

染
め
抜
い
た
手
拭
い
を
襟
（
え
り
）

に
か
け
た
中
年
の
方
が
四
、
五
人
懸

命
に
呼
び
込
み
を
し
て
い
ま
し
た
。

「
私
は
仙
田
の
岩
瀬
出
身
で
す
」
と

告
げ
る
と
、
農
協
の
方
は
「
自
分
は

上
野
、
私
は
野
口
」
な
ど
と
親
切
に

言
い
、
十
年
の
知
己
の
よ
う
に
話
が

弾
み
、
た
っ
た
二
、
三
分
の
お
し
ゃ

べ
り
で
し
た
が
、
ま
る
で
田
舎
に
い

る
よ
う
で
し
た
。
わ
ず
か
千
円
程
の

山
菜
の
買
い
物
な
の
に
、
わ
ら
び
の

漬
物
を
お
ま
け
に
い
た
だ
き
、
ず
っ

し
り
重
い
ふ
る
さ
と
の
味
を
抱
え
満

ち
足
り
て
帰
宅
し
ま
し
た
。

　
同
じ
こ
ろ
、
岩
瀬
の
弟
が
「
冬
越

し
の
野
菜
に
」
と
根
菜
類
を
ど
っ
さ

り
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に

ふ
き
の
と
う
と
雪
割
草
の
根
っ
子
が

二
2
二
つ
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
早
速
、
庭
の
日
当
た
り
の
良
い
所

に
植
え
大
切
に
育
て
て
い
ま
す
。
お

正
月
に
は
、
ふ
き
の
と
う
が
淡
い
緑

色
の
帽
子
を
も
た
げ
ま
し
た
。
一
月

月
　
一
房
　
子
さ
ん

　
　
　
　
　
（
岩
瀬
出
身
）

中
旬
に
は
、
雪
割
草
も
産
毛
の
つ
い

た
細
い
茎
の
先
か
ら
小
さ
な
紫
色
の

花
び
ら
が
、
次
々
と
ひ
ら
き
は
じ
め

ま
し
た
。
毎
日
そ
の
成
長
を
楽
し
み

に
飽
か
ず
眺
め
て
い
る
と
、
こ
の
小

さ
な
植
物
の
ふ
る
さ
と
仙
田
の
早
春

を
思
い
出
し
ま
す
。

　
晴
れ
渡
っ
た
朝
、
道
な
き
道
を
歩

き
回
っ
た
あ
の
シ
ミ
渡
り
の
意
外
性

の
楽
し
み
、
雪
ど
け
の
滴
の
下
に
ふ

き
の
と
う
を
見
つ
け
た
時
の
喜
び
、

　
つ
ら
い
長
い
冬
の
終
わ
り
を
告
げ
る

よ
う
で
胸
が
躍
っ
た
日
の
こ
と
。
山

毛
樺
（
ブ
ナ
）
の
林
に
風
が
光
る
時

私
は
、
私
の
青
春
を
育
く
ん
で
く
れ

た
ふ
る
さ
と
の
美
し
い
自
然
を
心
の

中
で
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

　
原
発
送
電
の
巨
大
な
鉄
塔
が
建
ち

立
派
に
舗
装
さ
れ
た
国
道
が
山
容
を

改
め
た
と
て
も
、
私
の
中
の
ふ
る
さ

と
は
、
三
十
年
前
も
今
も
少
し
も
変

わ
り
ま
せ
ん
。

三1鱗蒙．嚢嚢藩、難妾：覇’lll霧薫難欝葦1難1轍膿1蟹嬢．粥1鑓毒1：矯1．1欝蕩

3月1日

㊥
鰹
㊨
馨

第
軸
o
回
町
民
嶺
キ
ー
沃
会

第
3
回
小
学
校
親
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
キ
ー
大
会
、

■
小
学
四
年
男
子
〔
一
キ
ロ
〕

①
大
塚
大
士
　
　
　
　
（
千
手
）

②
根
津
誠
　
　
　
（
橘
）

③
星
名
豪
紀
　
　
　
　
（
千
手
）

■
小
学
四
年
女
子
〔
一
キ
ロ
〕

①
田
口
優
子
　
　
　
　
（
橘
）

②
丸
山
真
由
美
　
　
　
（
千
手
）

③
渡
辺
春
美
　
　
　
　
（
上
野
）

■
小
学
五
年
男
子
〔
三
キ
ロ
〕

①
丸
山
英
紀
　
　
（
橘
）

②
渡
辺
肇
　

（
上
野
）

③
黒
島
　
裕
　
　
　
　
（
千
手
）

■
小
学
五
年
女
子
〔
ニ
キ
ロ
〕

①
若
山
智
恵
子
　
　
（
上
野
）

②
丸
山
安
紀
子
　
　
（
橘
）

③
川
崎
久
美
　
　
　
（
上
野
）

■
小
学
六
年
男
子
〔
三
キ
ロ
〕

①
高
橋
芳
浩
　
　
　
　
（
上
野
）

②
高
橋
憲
二
　
　
　
　
（
千
手
）

③
高
橋
貴
之
　
　
　
　
（
千
手
）

■
小
学
六
年
女
子
〔
ニ
キ
ロ
〕

①
南
雲
み
ゆ
き
　
　
　
（
千
手
）

②
小
林
奈
奈
子
　
　
　
（
千
手
）

③
樋
口
直
美
　
　
　
（
上
野
）

■
中
学
男
子
〔
六
キ
ロ
〕

①
太
田
和
幸

②
南
雲
孝
幸

③
相
崎
和
行

■
中
学
女
子
〔
四
キ
ロ
〕

①
星
名
浩
美

②
水
落
亜
樹

③
水
落
由
起

■
小
学
男
子
リ
レ
ー
〔
六
キ
ロ
〕

①
橘
A

②
千
手
A

③
千
手
B

■
小
学
女
子
リ
レ
ー
〔
三
キ
ロ
〕

①
千
手
A

②
上
野
A

③
上
野
B

■
中
学
男
子
リ
レ
ー
〔
九
キ
ロ
〕

①
川
西
中
B

②
川
西
中
A

③
川
西
中
c

■
中
学
女
子
リ
レ
ー
〔
三
キ
ロ
〕

①
川
西
中
A
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⑳⑦㊦、

ノ
p

！一イ亭電の　、
・　　　坊咲0りせ

　3月25日（水）午後1時一

　　　　　　　4時

　星名新田、田代の全部

心配ごと相談■
3月18日（水）克雪センター

　　25日（水）総合センター

4月1日（水〉上野コミ・センター

　　8日（水）橘公民館

※時間は午後1時～3時です。

　移動交通事故相談

4月6日　（月）

十日町市役所

受付は午前10時～2時です。

◇ワ＆〈〉◇ワ＆く＞◇ワ＆〈＞◇ワ＆く＞◇ワ＆〈＞◇ワ＆く＞◇ワ＆〈＞◇ワ＆〈＞◇ワ＆〈＞◇ワ＆〈＞◇ワ＆〈＞◇り＆〈＞◇ワ＆〈＞◇ワ＆く＞

　
　
　
　
　
そ
　
窃
へ

　
　
　
　
・
允
翻

　
　
　
　
㌔
納
叩

　
　
　
　
　
　
　
“

…
…
…
…
…
…
…
－
－
…
…
…
－
⑪

愛
の
芽
ぱ
え
は

　
　
白
銀
の
世
界
で

　
長
野
か
ら

県議会議員一般選挙における

立候補予定者説明会開催

　4月12日執行予定の、県議会

議員一般選挙における立候補予
定者説明会が、開かれます。

★新潟会場　3月23日午前1：30

　県庁西回廊2階講堂

★長岡会場　3月24日午後1：30

　長岡市役所幸町分室
　　（長岡市幸町1－2－31）

★上越会場3月25日午後1：30

　県上越総合庁舎分館
　　（上越市本城町5－6）

新潟県選挙管理委員会

移動交通事故相談所開設

　県では、交通事故被害者救済
対策の一環として、主要市町村
で月1回、移動相談所を開設し
ています。

　開設月日　毎月おおむね第一・

　　　　　月曜日
　受付時問　午前10時

　　　　　　　　～午後2時
　場所十日町市役所

1軽油
の交付
免税証を、次の

す。該当者は忘
けてください。

けないと、交付
合があります。

使用の場合は全

用者証
明書（農業委員
受ける）

証明書（所有証
明）または、納
写し（機械の製
称、形式、馬力

などの記入が必
カタログ持参の

1、十日町財務事務
1す。

務事務所

5511（内）205

　
新
町
新
田

　
　
水
品
幸
江
さ
ん

　
ス
キ
ー
救
助
隊
は
農
業
青
年

　
東
京
の
会
社
に
勤
め
て
い
ま
し
た

が
、
冬
は
三
俣
ス
キ
ー
場
に
出
向
勤

務
で
し
た
。
彼
も
ス
キ
ー
救
助
隊
と

し
て
冬
働
き
に
来
て
お
り
、
同
じ
寮

に
泊
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
彼
は
ス
キ
ー
は
ベ
テ
ラ
ン
、
人
付

き
も
よ
く
、
そ
の
上
優
し
い
人
柄
、

と
に
か
く
際
立
っ
て
い
ま
し
た
。
翌

冬
も
三
俣
で
再
会
し
、
雪
消
え
を
待

っ
て
新
緑
の
新
町
へ
嫁
い
で
き
ま
し

た
。
私
が
二
十
一
、
正
幸
さ
ん
が
二

∞
鷹
野
繊
羅
麟
徽
牒
｝
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
時

ら
結
婚
し
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

農
作
業
は
大
自
然
を
相
手
に
、
い
つ

も
家
族
一
緒
に
や
れ
ま
す
の
で
最
高

で
す
。
出
産
前
に
植
え
て
い
っ
た
葉

た
ば
こ
が
、
お
産
明
け
に
は
す
っ
か

り
大
き
く
生
育
し
感
動
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
か
ま
を
使
っ
た
り
、
ト
ラ

ク
タ
ー
に
乗
っ
て
み
た
り
、
毎
日
毎

日
が
、
田
舎
の
“
イ
ベ
ン
ト
・
ツ
ア

リ
に
参
加
し
て
る
よ
う
な
楽
し
さ

で
す
。
も
ち
ろ
ん
両
親
の
理
解
が
あ

っ
て
の
こ
と
で
す
が
。

　
ち
ょ
っ
と
、
こ
主
人
に

　
父
か
ら
は
農
業
の
よ
さ
を
、
母
か

ら
は
学
校
が
終
わ
っ
た
ら
早
く
嫁
さ

ん
を
連
れ
て
来
て
…
…
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
農
業
は
土
と
自
然
相
手
の
仕
事
な

の
で
、
そ
の
中
に
埋
没
し
な
い
よ
う

努
め
て
多
く
の
人
と
交
流
す
る
機
会

を
つ
く
り
ま
し
た
。
女
性
を
リ
ー
ド

す
る
に
は
そ
の
こ
と
が
不
可
欠
の
条

件
で
す
か
ら
…
…
。

舎会議室

灘

所
綴
＋
無
齢
－
こ
－
幽

　
　
　
榑
農
家
の
様
孟
知
り
ま
し
た
．
な
醤
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出思
姜
目

（
敬
称
略
）

櫃
間
セ
イ

上
村
健
三

富
井
ミ
ッ

清
水
チ
ヨ

　
　
お
詫

　
先
月
号
で
、

太
田
ト
ク
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。

正
し
ま
す
。

（
伊
友
）
ち
ょ
う
ち
ん

（
上
野
）
黒
紋
付
羽
織
他

（
上
野
）
自
在
か
ぎ

（
下
平
新
田
）
夜
着
ほ
か

　
び
　
太
田
ト
フ
さ
ん
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
訂

圃
　
一
般
寄
付
金

古
沢
英
雄
（
上
野
）

◎
広
報
発
行
に

城
定
ナ
ミ
（
八
王
子
市
）

丸
山
市
子
（
国
分
寺
市
）

五
万
円

五
千
円

一
万
円

囹
社
会
福
祉
協
議
会
に

平
野
チ
ョ
（
東
善
寺
）
　
　
二
万
円

圃
民
俗
資
料

星
名
米
太
郎
（
高
原
田
）
髪
飾
り
品

●

　　　　　　　省杏春男篶拙笛新
倉倉　田捜　し
　　　　　　　　　　　　　　 　

　　　　　　　　　iい

　　、、　　　　称〕一
懸準慧隆　貝

第1条　購入意思のない時は、相

　　　　手の「土俵」（ぺ一ス）に

　　　　のらないこと。

第2条　キャッチセールス、アポ

　　　　イントメントセールスに

　　　　は特に注意すること。

第3条　　「無料です」、「必ずもう

　　　　かる」または「選ばれま

　　　　した」という甘い誘いと

　　　　セールストークには注意

　　　　すること。

第4条契約の内容を明らかにし

　　　　た書面を受け取ること。

第5条　クーリング・オフは電話

　　　　ではなく、必ず書面（内

　　　　容証明郵便が望ましい）

　　　　で行うこと。

イ、くしねんきん

呆
広
更
斗
ま
）

ノ
丁
　
隅
　
山
不
　
‘

60

歳
に
な
る
ま
で

納
め
ま
す

皿
、
お
義難
、
き

、

忘必　納
れ要保め保
ずな険る険
に期料こ料
納間をとは
めが納に’
ま満めな二
したなつ十
よさいて歳
うれといか
oな’まら
礁需李
　合を　歳
　が受　ま
　あけ　で
　りる　四
　また　十
　すめ　年
　○に　間
　　　　、

訪間叛艶トラブ撫を

回避ずるための5か条あ
な
た
を
狙
う
悪
徳
商
法
・
悪
質
手
ロ
に
強
く
な
ろ
う

保
険
料

　
保
険
料
は
、
昭
和
六
十
一
年
四
月

か
ら
六
十
二
年
三
月
ま
で
一
か
月
七

千
百
円
で
す
。
ま
た
、
六
十
二
年
四

月
か
ら
は
一
か
月
七
千
四
百
円
に
な

り
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
方
法

●
第
一
号
被
保
険
者
（
農
業
、
自
営

業
等
の
人
）

　
　
保
険
料
は
、
役
場
か
ら
送
ら
れ

　
る
納
付
書
で
、
指
定
の
場
所
に
納

　
め
て
く
だ
さ
い
。

●
第
二
号
被
保
険
者
（
厚
生
年
金
被

　
、

　
　
　
　
　
亀

　
　
　
　
　
　
込

　
　
　
O

、7『
、

　0

せ
っ
か
く
の

年
金
を

受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
ら
タ
イ
ヘ
ン
・

　
保
険
者
、
共
済
年
金
組
合
員
）

　
　
こ
の
人
た
ち
も
国
民
年
金
被
保

険
者
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
個
人
個
人
が
加
入
手
続
き
し

な
く
と
も
、
厚
生
年
金
や
共
済
年

金
に
加
入
と
同
時
に
国
民
年
金
制

度
に
自
動
的
に
加
入
す
る
仕
組
み

　
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
厚
生

年
金
や
共
済
年
金
の
制
度
で
ま
と

　
め
て
負
担
し
て
い
ま
す
。
し
た
が

　
っ
て
、
個
別
に
納
め
る
必
要
は
な

　
い
わ
け
で
す
。

●
第
三
号
被
保
険
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ

　
ン
の
奥
さ
ん
等
）

俣
鵜僻

●
　
●
　
D
　
●
　
●

召＝2亀自o

　
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
の
国

民
年
金
保
険
料
も
、
前
号
同
様
、

厚
生
年
金
、
共
済
年
金
制
度
で
ま

　
と
め
て
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
個
別
に
納
め
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

保
険
料
の
免
除

　
生
活
上
、
保
険
料
を
納
め
る
の
が

困
難
な
人
は
、
免
除
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。
、
認
め
ら
れ
る
と
、
そ
の
期

間
保
険
料
を
納
め
な
く
と
も
、
年
金

を
受
け
る
権
利
は
保
障
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
年
金
額
は
減
ら
さ
れ
ま

す
。
　
ま
た
、
免
除
を
受
け
た
期
間
に
つ

い
て
は
、
将
来
、
生
活
力
が
回
復
し

た
と
き
に
、
十
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
追
納
で
き
ま
す
。



広報かわにし／昭和62年3月10日発行1””””””1”””1”””””””ll””P1”””1””””””一””””””””””1’””””””1””811””””””””””II”””IIII””””ll”1””【12】

家
庭
看
護
③

よくそく

／
も鷲
＼ゆ／∂一

鐙謹’餐

　　　　　、へ　　　　ε二rノレ

⑳
旅
敦
楽
面
器
難
灘
．

　
寝
た
き
り
の
患
者
さ
ん
は
、
お
風

呂
に
入
る
機
会
も
少
な
く
、
手
や
足

か
ら
に
お
い
が
す
る
こ
ど
が
あ
り
ま

す
。
手
足
は
汗
を
か
き
や
す
い
と
こ

ろ
な
の
で
、
拭
い
た
だ
け
で
は
清
潔

に
し
て
お
く
こ
と
が
難
し
い
よ
う
で

す
。
そ
こ
で
足
だ
け
の
お
風
呂
「
足

浴
」
が
効
果
的
で
す
。

　
足
浴
は
、
清
潔
を
は
か
る
だ
け
で

な
く
、
血
液
循
環
を
よ
く
し
て
保
温

効
果
が
あ
り
ま
す
。
か
か
と
は
床
ず

れ
が
出
来
や
す
い
の
で
、
そ
の
予
防

に
も
な
り
ま
す
。

　
方
法
は
簡
単
で
、
ひ
ざ
の
下
に
敷

布
団
を
た
た
み
込
み
、
足
を
高
く
し

て
ひ
ざ
が
九
〇
度
く
ら
い
に
曲
が
る

よ
う
に
し
ま
す
。
足
の
下
に
ビ
ニ
ー

ル
と
バ
ス
タ
オ
ル
を
広
く
敷
い
て
布

、
，

野

全身の血行が良くなり睡眠を促します。

●お湯はぬるめ（40℃くらい）がよい。

●足浴のあとは、必ずつめをきる。

団
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
少

し
大
き
め
の
た
ら
い
に
お
湯
を
入
れ

そ
の
中
に
足
を
ゆ
っ
く
り
と
入
れ
て

あ
か
を
浮
か
せ
る
よ
う
に
石
け
ん
を

F
つ
け
て
こ
す
り
ま
す
。
洗
い
終
わ
っ

た
ら
た
ら
い
を
と
り
除
き
、
バ
ス
タ

オ
ル
で
よ
く
拭
き
、
パ
ウ
ダ
ー
な
ど

を
つ
け
て
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

欝舞耕蓉ザ
怨
葛
ξ
§
葛
葛
犠
葛
葛
葛
犠
膿
駄

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

丸
山

数
藤

高
橋f｝温き

こ
レ
つ
い
ち

幸
一

ま
さ
ふ
み

正
文

っ
陀

　
岡

一
郎
長
男
中
屋
敷

久
美
子
進
吉
二
男
沖
立

信
　
子
新
一
長
男
田
中

カ
ズ
イ

小
わ
じ

　
　
　
畔
壇

　
太
田
白
南
風
選

霜
条
星
名
星
光

　
　
　
て
つ
や
勝
巳

片
桐
　
哲
也
　
　
　
　
長
男
小
白
倉

　
　
　
　
　
　
芳
　
子

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

増
田
　
照
子
52
（
春

長
谷
川
洋
輔
5
3
（
本

齋
藤
相
崎

　
米
山

　
水
品
平
野

．
．
5
。
‘
　
．
り
　
、
，
3

○
寒
鴉
不
吉
に
鳴
き
し
夜
明
け
か
な

○
父
の
日
に
煙
く
冬
の
星
一
つ

　
突
き
刺
さ
る
如
く
反
り
た
る
軒
氷
柱

　
雪
景
色
惹
か
る
・
版
画
展
を
観
る

　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

た
講
藤
難
羅
蝋
課
鵡
醗

て
よ
－
眠
れ
た
」
と
喜
こ
ん
で
い
ま
鋤
如
月
の
仏
の
供
藷
り
そ
鳥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
電
所
通
り
　
小
川
　
京
子

鉾
轄
説
翻
つ
講
翻
笹
原
に
二
こ
ろ
三
こ
ろ
雪
な
だ
れ

て
く
だ
さ
い
・
つ
め
は
固
く
な
っ
て
臨
ほ
ろ
酔
い
の
我
に
一
二
日
月
冴
返
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恋
猫
の
や
つ
れ
／
＼
て
戻
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
更
け
し
夜
の
電
柱
の
灯
の
冴
返
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
濤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
s
」
春
の
灯
に
眸
毫
す
児
と
な
り
ぬ

膵　　　　　　　川1妻1ヨ丑十増き洋廉

魏論講講孟
あヤ

峯宇亀癒禾禾禾春
，ご1　代

繋塑ムム臆
莚劉室沖奪纏
霧寺新島立通岸町
㌫、　田　　西

南上
雲村

イ
ク
8
8
（
勇
）

モ
ト
92
（
エ
イ
）

下
平
新
田

四
郎
兼

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

ハ　　　 　　　　　ハ

小渡片花中星
澤貫桐村澤名

歩隆恵克佐
　　美
美弘子巳美亨

鋤野筥費中
市新・矯都立
か田　　かか
ら　　　り　り

19・

壷
鴛
ド遣

4

v望
、
．

婿
入
の
め
で
た
く
決
り
春
待
て
り
　
　
赤
布
を
垂
れ
て
雪
崩
の
注
意
札

マ
マ
の
紅
つ
け
て
貰
う
て
雛
ま
つ
り
大
雪
崩
小
雪
崩
も
あ
り
山
深
し

く
ち
づ
け
の
籠
の
イ
ン
コ
や
窓
の
春
　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生
風
雪
の
荒
き
日
続
き
戻
り
寒

一
日
の
美
容
講
習
春
隣
　
　
　
　
　
　
春
め
く
や
布
団
干
す
日
の
続
き
を
り

可
憐
と
は
こ
の
花
の
こ
と
雪
割
草
　
　
川
面
を
か
す
め
て
飛
ぶ
や
初
燕

一
片
の
黄
梅
散
り
し
風
邪
の
部
屋
　
　
　
　
　
　
中
島
町
　
相
沢
　
鈴
江

　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
登
坂
　
紅
葉
白
雲
の
一
群
乱
れ
冴
返
る

大
寒
や
出
稼
先
の
夫
憶
う
　
　
　
　
　
越
後
路
に
雷
響
き
冴
返
る

珍
し
く
大
寒
の
陽
を
賜
わ
り
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
　
　
　
条

寒
明
け
て
な
お
越
の
雪
降
り
続
く
　
　
一
列
に
茅
葺
き
屋
根
の
大
氷
柱

　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女
　
か
た
ま
り
て
軒
を
動
か
ず
寒
雀

春
一
番
風
紋
出
来
し
雪
の
上
　
　
　
　
　
　
下
平
新
田
清
水
き
よ
し

鳥
の
声
笛
の
よ
う
な
り
春
立
ち
ぬ
　
振
り
向
き
て
背
な
に
聞
き
た
る
雪
崩
音

と
り
戻
す
す
べ
な
き
刻
よ
椿
活
く
　
　
ひ
と
す
じ
の
雪
道
阻
む
大
雪
崩

　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
　
登
岳
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

句
の
宿
の
新
築
の
香
や
春
浅
し
　
　
叢
生
の
雑
木
を
乗
せ
て
雪
崩
れ
け
り

黄
砂
来
て
越
後
の
里
の
春
近
し
　
　
　
　
　
　
　
八
王
子
　
田
中
　
ひ
さ

雪
虫
の
出
で
て
土
撒
く
苗
代
田
　
　
節
分
の
大
豆
に
代
る
落
花
生

　
　
　
　
　
赤
谷
　
登
坂
　
酔
月
　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
左
　
木
　
人

径
垢
の
つ
き
し
雪
壁
春
近
し
　
　
　
軒
落
ち
る
雪
驚
か
す
夜
半
の
雨


